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( 1 1 )  
版社、
一九
九四）
に、
「上句則公必有喪子之禍
、
但無
所考癸゜
灌岳
征西賦曰、
……。
李善注引岳
傷弱子序曰、
……。
則痙夭
両字分明癸
。」
（上句
は則ち
公必ず子を喪う
の禍
有り、
但だ考
うる
所無き
のみ
。
灌岳
の征西
の賦に
曰う、
……と
。
李善注
に
岳の
弱子を傷む序を引き
て曰
う、
……と
。
則ち痙夭
の両
字は
分明な
り。）
とある。
(4)
拙稿
「哀辞考」
（『
中国中世
の哀
傷文学」
研文出版
、
一九
九
八所
収）
参照。
(5)
『読杜詩説』
巻二〇
、
「簡呉郎司法」
の注に、
顧痰
が呉
郎は
杜甫
の
「姻姫」
（妻
の姉
妹の夫
）
と見
なすの
は誤り
で、
杜甫
の
「壻」
（娘
の夫）
である
と言う。
(6)
謝論文
も指摘す
るよ
うに、
四川
省文史研究館
「杜甫年譜」
（四
川人民出
版社、
一九
五八）
も
「読杜詩説』
と同様に、
「入
衡州」
の
「猶乳女在労」
の句と
「痙夭」
とを
関連
づ
けて次の
ように
述べ
る
。
帯叙其幼
女夭亡痙於路側云
、
「痙
夭追
港岳
、
持危覚部
林
O
J
入衡州詩中
曾提到此女尚
在餓乳、
有「
猶乳女在労
l
之句、
而此言痙夭、
則所夭者必
此最幼之女。
(7)
杜甫
が未陽に宗
文を埋葬
した
と黄
鶴が述
べたこ
と
につい
て
、
「仇注」
と比
較し
て以下の
ように言
って
いる
。
其所拠則
風疾舟中伏枕書懐詩
「痙
夭追灌岳」
旬、
及下旬
渇死事也。
今按入衡州云
「猶乳女在傍」
、
夭者
想是
此女耳゜
溜岳征西賦
「……」、
公詩、
用此事
、
於哺乳之女
乃切当。
若宗文、
是時計
年巳
及冠、
得謂為赤子
耶？…
…今按
一覚部
林」
、
覚痙夭之所也
（部林考父死処、
故得
借用以言
芝所）
、
「持危」
謂忍渇冒死以覚之也。
詩題本云
「舟中伏
枕」
、
上句
又云
「行薬病溶溶
」、
下旬云
「躁詑
翻学歩」
、
則是力疾痙夭、
行歩鄭難、
故云
一持危」
耳゜
仇注、
一部林、
謂老行須杖」
、
亦勝於鶴説百倍。
(8)
曹植
「金
狐哀辞序」
（「
芸文類衆」
巻三
四）
は、
長女
の金狐
の死
を、
「生
十九旬而
夭折、
乃作此辞
。」
（生
まれて十
九旬
に
して夭
折し、
乃ち此
の辞を
作る。）
と述
べる
。
(9)
『詳注」
巻二三は
「風疾舟中」
詩の
末尾
に、
『綿竹県志』
に
宗文
は杜
甫と
とも
に長
江を下らずに蜀
地
に留ま
ったの
であ
り、
その子
孫の
杜
準は綿
竹
（四
川省綿竹県）
の県
令であ
った
とい
う記載
がある
こと
を
紹介
し
ている
。
考「
綿竹県志
r
宗文十代
孫準、
世居
青城、
宋皇祐五年
(1
0五
三）
為綿竹令。
此拠嘉靖辛
丑
(-
五
四一）
氏族譜
所載、
近年王御史
謙言宰綿竹時採
入新志。
宗文曾留蜀、
是
亦一證
。
此事有関少陵世系、
今補録於斯゜
考う
るに
『綿竹県志』
に、
宗文
の十代
の孫
準、
世:青
城
に居
り、
宋の
皇祐五年
(1
0五
三）
綿竹
の令と為
ると
。
此
れ嘉靖辛
丑
(-
五
四一）
の氏
族譜
の載す
る所
に拠り、
近年
王御
史謙言
綿竹
に宰たり
し時
新志
に採入すと。
宗文曾
て蜀
に留ま
る、
是れ亦
一
證なり
。
此の
事は少
陵の世
系に関
わること
有れば、
今斯に補
録す。
類似
し
た記載は、
陸滸
「野飯」
（銭仲聯
『剣南詩稿校注」
（上
海古籍出版社、
一九
八五）
巻五、
全二〇
旬）
に
一可憐城南
( 12) 
杜、
零落依澗曲、
面餘作詩痩、
趨拝尚不俗
（憐れ
む可
し城
南
の杜
、
零落
して
澗曲
に依る、
面餘
詩を作り
て痩
するも
、
趨
拝尚
俗な
らず）
という
句が
あり、
その
「自注」
に、
「杜氏自
譜、
以為子美下破、
留一
子守浣花旧業、
其後避成都乱、
徒眉
州大垣或徒大蓬
云
。」
（杜氏自
譜
に、
以為く子美
峡を下
るに
一子
を留め
て浣
花の旧
業を守ら
しむ
、
其の
後成都
の乱を避け
、
眉州大垣
に徒り
或
いは
大蓬
に徒ると
云う。）
とある
のと
関連
し
よう
。
ただし仇
兆蒸は、
「杜公去成
都、
正当
雀肝之乱
、
焉得
拠留
一子
。
公之
子見於
詩中者、
止宗文
・
宗武、
不聞更
有別子。
此事猶属可疑。
」
（杜公
の成都を去
るは
、
正に
雀肝
の乱に当た
る、
焉んぞ
一
子を拠ち
留むるを
得ん
や。
公の子
の詩中に見ゆ
る者は、
止だ宗
文
・宗
武のみ
、
更に別子
有る
を聞かず
。
此の
事猶
お疑う可きに属す。）
と見
なして
いる
。
なお
王輝
斌
「奨晃
「杜工
部小集序」
質疑」
（「
杜甫研究新探」
黄山書社、
二0
-
―)
も奨晃
「杜工
部小集序」
の述べ
るとこ
ろと
合
わせ
て
、
この
説
を否
定し
ている
。
(10)
「杜甫親
咎交遊行年考」
は杜
甫
の妻楊
氏は大
暦二年
（七六七）
前後
に雙州
で卒した
と推定
し、
「秋
日雙府詠懐奉寄鄭監李賓
客二
日韻」
（「
詳注」
巻一九
）
以降
の詩に
は
「老妻」
の語が見
えず
、
代わ
って
「山妻」
の語が現れ
ると
述べ、
これを
楊氏が
甍州
で没し
たこ
と
の―
つの
根拠
として
いる
。
ただ
し実際に
は、
「老妻」
の語が見え
るの
は広
徳二年
（七
六四
）
の秋、
成都
で書
かれた
「遣悶奉呈厳公
二十
韻」
（「
詳注」
巻一
四
）
に、
「老妻憂
坐痺
、
幼女問頭風」
（老妻
は坐
痺を憂え、
幼女
は頭
風を問う）
とある
のが
最後
である
。
なお、
最晩年
の
「逃難」
（「
詳注」
巻
二三
）
には
、
「妻挙復随我、
回首共悲歎」
（妻努
復た我に随
い、
首を回ら
して
共に
悲歎す）
の句が
あり
、
この
「妻李」
が
楊氏
と子
供を指
す可能性
は排
除できな
い。
(11)
「詳注」
に、
「郵林、
謂老
行須杖。
」
（部林
は、
老行に杖を須
いる
を
謂う。
）
とある。
(12)
字は桂
翁。
「元史」
巻一
九0に伝が
ある。
(13)
字は道
伝。
「元史」
巻一八一
に伝がある。
（北海道教育大学）
( 13) 
